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平成25年度 / 受付番号：2513121162
No.

09
高齢者・障がい者の車移動における
問題を解消する新サービス開発
高齢者世帯の通院、障がい者の通勤・通院等、日常的に車を使用する人は、日々の移乗動作や運転上で様々
な問題を抱えている。この課題を相談・検証し、誰もが自由にクルマを選び、行きたいところに行くために、具
体的な解決策まで導くための機器を開発・改良した。

　最初は不安な面持ちで当社を訪れるユーザー
も、乗りたい車に乗り、行きたいところへ一人で行
けるという将来をイメージできると、明るい笑顔に
なってくれます。人生100年と言われる時代が到来
し、高齢者や障がい者が、安全に移動できるクル
マのニーズは今後もますます高まると思います。本
当に必要な人に届けられるように、これからも努力
していきます。 代表取締役　清水 深氏

成功のポイント

運転席のシートも車椅子からの
移動が可能な高さまで動く
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革新的サービス / 成長分野型 / 試作開発＋設備投資

　平成19年の創業以来、車の利用者の状況に応じた福祉車
両への改造を行うことによって、福祉先進国と言われるヨー
ロッパの国 と々同じように、自分が乗りたいクルマを自分に
合わせていくための技術的な支援を行っている。スウェー
デンのBraunAbility社やイタリアのKIVI社等とパートナー
シップを結び、製品の輸入に加えて、右ハンドルの日本車や
利用者の体型に合わせた調整を行う。後付け回転シートや
手動運転装置、車椅子リフト、スロープ、補助ステップ等、怪
我や体力の低下、障がい者や高齢者のニーズに寄り添った
様々な製品をカスタマイズしている。

　従来の国産福祉車両には完成車メーカーも取り組んでい
るが、車種やグレード等が限定的だったため、当社では、自
分が乗りたいクルマを改良できるようにヨーロッパの技術を
取り入れた。現在、自社ホームページとSNSで紹介しているだ
けであるが、ユーザーの口コミやSNSの拡散等によって、多く
の問い合わせが来るようになった。しかし、企業規模が小さ
いため全国展開には限界があることから、全国32か所の整
備工場と連携し、当社における実施研修を経て認定を受け
た整備士が、当社製品を販売・取付けできるという仕組みで、
サービスの裾野を広げている。

　①運転時に必要となる身体能力を測定するためのドライ
バーテストステーションについて、日本人の体型・体格向け
に装置の機能を改良。これにより、以前と比較して各人の状
況にあった内容で検証や身体能力測定が可能になった。ま
た、測定内容を数値化して見ることができ、ユーザーの製品
選択や車両改造に関する指針や目安も購入前に知ることが
できるモビリティセンター画面を開発した。②車椅子から運
転席へ移乗する際の身体的負担や問題点を検証。③車椅子
リフト装置の取付け検証。④ステップ取付け検証の以上4点
を実施し、機器の開発と改良を行った。

　国産車メーカーは仕様が未公開のため、取付け等で
必要なデータや工具は、自社で揃えている。こうしたこ
とが壁となり、新規参入は難しいニッチな分野でもあ
る。ドライバーテストステーションには、障がい者がリハ
ビリ担当者と一緒に訪れ、リハビリの目標点を話し合う
場としての活用も進んでいる。また、徳島県では病院に
も導入され活用されている。このように、誰もが安全に
乗れる車へとカスタマイズするだけでなく、技術を通し
て、どんなときでも人生の可能性を信じて前向きに取
組む考え方や、様々な人が共生する社会のあり方を、
特に子供たちに向けて発信していきたいという。

個人の状況に合わせ、一人での外出を可能にするハンドルやアクセル・ブレーキなどに取り付ける
補助具

整備士への資格認定は、車両を持ち込んで
行われる

今後の展望サービス開発のポイントと課題
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